
特別支援教育指導資料第102集



は じ め に 

 

 近年、小・中学校の特別支援学級や通級指導教室で指導を受ける児童生徒が

年々増加していること、発達障害の可能性のある児童生徒が小・中学校の通常

の学級や高等学校に在籍していることから、小・中・高等学校では全ての先生

方に、特別支援教育に関する一定の知識・技能を有していることが求められて

います。 

 また、「障害者差別解消法」や「障害のある人の人権を尊重し県民皆がいき

いきと輝く富山県づくり条例」の施行に伴い、一人一人の教育的ニーズに応じ

た合理的配慮の提供が義務づけられることとなり、より一層、指導や支援の充

実を図ることが求められています。 

こうしたことから、県教育委員会では、本年度、特別支援教育プロジェクト

事業を立ち上げ、その中で全ての教員が特別支援教育に関する一定の知識・技

能を習得することができるよう教員研修の拡充を図ってきました。さらに、特

別支援教育を学ぶ研修テキスト及び理解啓発資料等の作成・配布を行い、各種

研修会のテキストとしたり、学校をはじめとする関係機関等で活用したりする

こととしました。 

本テキストは、「就学前」、「小学校」、「中学校」、「高等学校」と、そ

れぞれの発達の段階に対応できる内容で構成されています。それぞれの学校の

先生方には、日常生活及び学習活動において、特別な支援を必要とする児童生

徒の指導に際して積極的に活用していただければ幸いです。 

今後、多様な学びの場において、児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、

適切な指導や支援を行うことができるよう、本県の特別支援教育がより一層充

実することを願ってやみません。 

 

     平成 ２８ 年 ３ 月 

                   富山県教育委員会          

                   県立学校課長  荒 木 義 雄  





 





の活⽤に当たってＱ＆Ａ

についてＱ
就学前は 生活 行動 社会性 小学校 中学校 高等学校は 学習 行動 社「 」「 」「 」、 、 、 「 」「 」「

会性」の項目で掲載しています。年齢や学年が記載してありますが、学年にかかわらず

子供の実態に応じて見ることができます。

また、共通するつまずきの要因については、参考となる の番号を各ページの上部にＱ

記載しましたので参考にしてください。

実態把握（観察のポイント）について
子供の観察の視点を具体的に示し、心理検査等の結果がなくても行動観察あるいは聞

き取りでできる実態把握の方法を記載しました。必要に応じて本人、保護者から聞き取

ったり、担任以外の先生方から情報を得たりしてください。観察の視点は推測できるつ

まずきにつながるように挙げました。

推測されるつまずきの要因について
発達障害の特性がある場合に、認知面の偏りやコミュニケーションの困難さ等がつま

ずきの要因になっているということが分かるように項目を挙げました。実際にはいくつ

もの要因が重なっていることが多いので、その場合には複数の要因に応じて支援するこ

とが必要になります。

指導・⽀援の例 指導・⽀援の意味について
推測できるつまずきの要因に対応した形で指導・支援の例を挙げました。先生方がす

でに実践しておられることも多いと思いますが、その支援がなぜ有効かという意味付け

を行いました。掲載したものは一部の支援の例です。是非、先生方自身がさらなる工夫

をするきっかけになるよう活用していただきたいと願っています。

巻末に参考にした文献を載せましたので参考にしてください。
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コラム１ 

⼦供の気持ちー世の中を変える⼈！？ー 

 
 

原⽂の⼀部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ぼくは、アスペルガーしょうこうぐん じへいしょう ＡＤＨＤが  

あって べつに こまってはない。 

それで アスペルガーしょうこうぐんや ＡＤＨＤ じへいしょうなどを
もっている⼈は おそらく よの中を かえる⼈だと おもわれます。 

みてのとうり ぼくは じがきたないです。とくに かんじは きたない
です。はなしを きいて はじめ べんきょうが だいじと おもって 
いたけど それは ちがうと おもいます。 

わけは べんきょうは その⼈によって たいせつさが ちがうです。 

 

本⼈による解説 

  私は現在⼤学⽣ですが、この⽂章は⼩学校６年⽣の時に書いたものです。当時、僕という

存在がどのような存在なのか知りたくて、障がいについて書いてある本を何冊も読んでいま

した。ある絵本に、ADHDやアスペルガー症候群である有名⼈のコーナーがありました。それ

を何度も⾒て、その度に⾃分もそのような⼒があると信じて⽣きていました。 

 また、普段から多くの疑問を抱いていました。「なんで家に帰らなきゃいけないの？」 

「なんでご飯を⾷べなきゃいけないの？」「常識って何？」などです。そんな中、勉強につ

いてもいろいろと考えていました。勉強というものへの考え⽅は、⼈それぞれじゃないだろ

うか。⼈にとって、勉強になるものとならないものの⼆種類があるんじゃないか。勉強は国

語、算数のような教科教育だけではなく、コミュニケーション能⼒なども勉強のうちに含ま

れているんじゃないか。⼈によってつけるべき能⼒は異なるので、勉強は⼈それぞれ⼤切さ

が違うんじゃないか。そんなふうに当時の僕は考えていたのだと思います。 

現在⼤学⽣ 男⼦ 診断名：ＡＤＨＤ、LD（読み書き） 

1



 

 

 

 

 

就 学 前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供の発達には個人差があり、気になる行動が発達の遅れや偏りに

よるものなのか、家庭環境や性格によるものなのか分からないことが

あります。どちらにしても子供が困っていれば支援は必要です。 

年齢が上がり、生活経験を重ねることで自然に身に付けていくよう

なことでも、認知面やコミュニケーションにつまずきがあったり、感

覚に過敏さがあったりすると身に付かないことも多くあります。  

その子に合った環境作りや関わり方を工夫し、その子なりの成長を

認めていくことが大切です。 

 



2



3



4



5



6



7



8



9



10



11



 

 

 

 

            ⼩ 学 校 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校では教科学習が始まります。読み書きにつまずきがあったり､

運動が苦手だったりすると、みんなと同じようにできないことで自己

肯定感が感じられなくなることがあります。３年生頃からは、学習で

抽象的な内容も扱うようになるので、ますます内容を理解することが

困難な状況になっていくことがあります。 

 また、学年が上がるにつれ、友達関係は言語でやりとりしたり、一

定の距離を保ちながら関わる関係に発展していくため、コミュニケー

ションや社会性につまずきがあると上手く関係を作れないことがあり

ます。少しでも早くつまずきに気づき、本人に合った支援をすること

が必要です。そのとき、苦手なことだけでなく、その子供なりの得意

なことに目を向け活躍できる場を設定することが大切です。 

 学級集団作りにも配慮し、どの子供も、苦手なことがあっても、好

きなこと、得意なことがあることで希望を持ってチャレンジできる学

校生活にしていくことが大切です。 
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コラム２ 

⼦供の気持ちーがんばってもうまく書けない!?ー 

 
 

私は字を書くことがとても苦⼿です。 

書くことも苦⼿ですが、消しゴムで字を消すことはもっと苦⼿です。 

でも、⼀番困るのは、 
「字を書くことや消しゴムで消すことは、がんばってもうまくできない。」 
とわかってもらえないことです。 
 
 
 

⼩２の７⽉にこんなことがありました。 

漢字の勉強をしていたときです。その⽇は⼀学期最後という⽇だったので、漢字ドリル
をすべて終わらせる必要がありました。 

いつも字については汚いということを⾃覚しており、コンプレックスがありました。そ
のような中、無理⽮理きれいに字を書けと⾔われた私はとても嫌な気持ちでした。 
字は⾃分が頑張って書いてもバランスが悪く、枠からはみ出してしまいました。「きれ
いに書いて。」と⾔われても、抽象的なので、私にはわかりません。今⾔われたとして
もわかりません。具体的に⾔ってほしかったです。 
 
 

先⽣は「やりなおし」と⾔われました。 

そして、「消しゴムで消して。」と⾔われました。 

しかし、不器⽤な私はこの時点で、消しゴムの使い⽅を
理解してないのです。紙はしわしわになり、しっかり消
えずに、薄く字が残っています。消せば消すほど汚くな
ります。 

 

 

今度は紙がしわくちゃなことに対しても叱られます。どれだけ頑張っても、⾔われる
内容はお叱りだけなのです。 
そしたら、私は頑張っても意味がないと感じます。 
やる気をなくします。 
だから、今でも漢字は嫌いなまま、学ぶ意欲がありません。 
字というものに恐怖し、拒絶し、逃げ続ける⼈⽣を送ることになりました。幼いころ
の経験が今でもトラウマとなり、⼈⽣に悪影響を及ぼしています。 
そんな私はやる気がありません。 
書きなおしても無駄であるということを私は学習していたのでしょう。何度も書き直し
ても漢字はきれいにならず、もらう⾔葉は「書き直し」の⼀⾔です。 

 
 
そんな私は⾃分のつらさから逃げるために、現実と向き合うのを避けるために学校から
逃げ出しました。 
そして、教頭先⽣から⾔われた⾔葉が「怠学」。私は学問を怠ったと思われたらしいの
です。学⼒は⼈並みにあるにも関わらず。 
 

ぼくがどんなにがんばっても書いたり消したりすることがうまくできないことをわか
ってほしかったです。 
 

               現在⼤学⽣ 男⼦ 診断名：LD（読み書き） 
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  コラム３  

先⽣の⾔ったとおりにしたのに！！ 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ⾔葉を字義通りに受け取って⾏動する⼦供は､相⼿が⾔った⾔葉にどんな
意図が含まれているのか推測することが難しいのです。 

先⽣：体育館にバインダーを忘れてきたかもしれないから、
   ⾒てきてくれる？ 
A 男：はい（と、⾒に⾏き何も持たずに戻ってきました。） 
先⽣：あっ、体育館にはなかったか？ 
A 男：いえ、ありました。 
先⽣：なんで、持ってこなかったの？ 
A 男：だって、⾒てきてって⾔われたから。 

先⽣：ちゃんと謝ったら教室に⼊れます。 
Ｂ男：すみませんでした。 

（と、ポケットに⼿を突っ込んだまま⾔いました） 
先⽣：そんな謝り⽅では教室には⼊れません！ 
B 男：俺は、謝った！！！ 

先⽣：鍵盤ハーモニカの準備をしましたか？ 
A ⼦：はーい 
先⽣：では、⼝持って。 
A ⼦：（⾃分の⼝を持ちました。） 
先⽣：あー。ごめん、ごめん。吹き⼝持って。

先⽣：かけ算九九の暗唱が合格しない⼈は冬休みにも学校に来てもらいますよ。 
A ⼦：はーい 
 (数⽇後) 
⺟親：お隣の B ⼦ちゃん、かけ算九九合格したいから⼀⽣懸命練習しているんだっ
   て。不合格だったら冬休みも学校へ⾏かなくちゃならないからって。あなた
   は練習しているの？ 
A ⼦：私、学校が好きだから冬休みも⾏ってもいいもん。 
⺟親：先⽣は、かけ算九九を練習して早く合格して欲しかったのよ。 
A ⼦：えっ、そうだったの？ 
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コラム４  
⼦供の気持ちー校門の向こうは地雷原!?ー 

 

ぼくは校門に⼊るときに気合いが必要です。 

「⼤丈夫、⼤丈夫、今⽇は⼤丈夫。」と⾃分に⾔い聞かせます。 

校門の前までお⺟さんの⾞で送ってもらい、校門の前で 5 分くらい気合いを⼊
れなければいけません。 

そうでないと、校門から先に進むことができませ
ん。 

校門から先は、ぼくにとって地雷原なのです。 
 

学校にはいたるところに地雷があります。 
 

昨⽇、ぼくに「あんた、変よ。」と⾔った隣のクラ
スの⼥⼦たちに今⽇も会うかもしれません。そし
て、今⽇もぼくに嫌なことを⾔うかもしれません。 

きっと⾔うでしょう。（ドカーン） 
 

先週、ぼくに「お前なんか、もう学校に来るな。」と⾔った男⼦は、今⽇もぼ
くに学校に来るなというかもしれません。 

きっと⾔うでしょう。（ドカーン） 
 

先⽉、ぼくが何もしていないのに叩いてきた男⼦たちに今⽇も会うかもしれま
せん。そして、男⼦たちは今⽇もぼくを叩くかもしれません。 

きっと叩くに違いありません。（ド、ド、ドカーン、ドカーン） 
 

去年の10⽉に何もしていないぼくにすごく怒った先⽣に会うかもしれません。 
その先⽣は、何もしていないぼくを今⽇も怒るかもしれません。 

きっと怒るに違いありません。（ド、ド、ドカーン、ドカーン） 
 

３年前ぼくをいじめた⼥⼦に会うかもしれません。 

その⼥⼦は今⽇もぼくをいじめるに決まっています。 

（ド、ド、ド、ド、ド、⼤ドカーン、ガラガラガラ・・・・。） 
 

他にもたくさん地雷があります。 

地雷をふみそうだと思うと、ぼくは固まってしまいます。 

動かないことが⼀番安全だからです。 

でも、動かないと鉄砲の弾は⾶んできます。嫌みやからかいという弾が⾶んで
きます。「お前、何⽌まってんだよ。」「なにかしゃべれよ。」「おーい、こ
いつまただんまりになったぞ。はははは。」 

それでも、地雷をふむよりはずっとましです。 
 

ぼくは、毎⽇毎⽇学校という地雷原に⾏かなければいけません。もっと安全な
場所で過ごしたいです。 
 

⼩学⽣ 男⼦ 
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中学校・⾼等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 中学校、高等学校に進学するまでに、失敗経験を積み重ねてきてい

る場合、やる気がもてなかったり、攻撃的になったりなど、二次障害

の状態にあることがあります。また、何度も同じ問題を繰り返す時に

は、発達障害等のつまずきや困難を抱えていることがあります。特別

支援教育の視点を取り入れて対応を考えることも有効です。相手の気

持ちを考えたり、自分の将来について想像する力が弱かったりすると、

トラブルややる気のなさにつながります。 

 中学校から高等学校の間に、自分の得意、不得意、性格など自己理

解を促し、自分に合った進路を選択し、自立に向けたスキルを身に付

けていくことが大切です。 
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  コラム５ 

相⼿の気持ちってどんなのかな？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
※  相⼿の⾔葉や表情が必ずしも本⾳と⼀致しないことがあるということが   
 理解できないと、いじめられても分からなかったり、冗談を真に受けたり   
 することにつながります。 
 

Ａ男：友達がにこにこしながら、背中をたたいてくる
   んだよ。これって、いじめ？ 
⺟親：あなたは嫌なの？ 
A 男：うん、ちょっと嫌。でもにこにこしてるんだよ。 
⺟親：じゃあ、やめてって⾔えばいいのに。 
Ａ男：でも、にこにこしているから僕のこと好きなの
      かなと思って⾔えないよ。 

⺟親：友達に嫌なこといわれたときはどうするの？ 
B 男：ちょっとは我慢する。 
⺟親：そう、えらいね。それからどうするの？ 
B 男：蹴るか、パンチする。悪⼝も⾔う。 
⺟親：そう、そしたらどうなるの？ 
B 男：先⽣が怒る。それで謝ったら終わる。 
⺟親：蹴られた友達は痛いかな。 
B 男：おれのことじゃないからわからん。 

    （階段の上から） 

友達：おまえ、ここから⾶び降りてみろよ。 
B 男：えー。こんな⾼いところから、跳べないよ。 
友達：冗談だよ。本気にするやつがあるか。  
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 コラム６ 

 ⼦供の気持ちー学校の中で溺れそう!?ー 

 

ぼくにとって、学校にいるということは、⽔の中にいるようなものです。 

 

学校に着いてすぐは、少しは余裕があります。 

でも、すぐに息が苦しくなってしまいます。 

 

息が苦しくなると、息をしなければいけません。 

学校では、保健室や相談室などの静かなところで休むことが、息をすることに
なります。 

 

⽔中で苦しくなってやっと息をしようと
したときに⾜を引っ張られるとパニック
になってしまいます。 

授業中がんばってがんばって、やっと休
憩時間に静かにしていたいと思っている
ところに、友達からちょっかいされたり
したくないことをさせられたりするとパ
ニックになってしまいます。 

友達は「⼀緒にドッジボールしようよ。」「⼀緒にゲームしようよ。」と誘っ
てくれるんですが、やっぱりパニックになってしまいます。 

 

なぜなら、ぼくは苦しくて苦しくてしょうがないので、息をしなければいけな
いからです。 

 

でも、友達はわかってくれません。いつも、親切だと思ってぼくを誘ってくれ
ます。 

先⽣もわかってくれません。「○○さんを誘ってあげてね。」と友達に⾔って
いるようです。 

ぼくは誘ってもらうよりそっとしておいてほしいです。 

じゃないと、落ち着いて息をすることができません。 

でも、息ができない苦しい状態というのは周りには気付いてもらえません。 

そして、気付いてもらえないまま苦しい状態が続くと、パニックになってしま
います。 

 

パニックになると、もうどうしていいか分かりません。 

周りから何を⾔われても聞こえません。 

ただ、⽔の中でもがいているだけです。 

 

息がしたいときに息ができれば、安⼼できます。 

静かにしたいときに静かにさせてもらうと、学校にいられるかもしれません。 

 

                中学⽣ 男⼦ 診断名：広汎性発達障害 
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   コラム７ 

     どうして会話がずれちゃうの？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 「学校」と⾔われたら「⾃分が通う校舎」、「今」と⾔われたら「今この瞬 
  間」というように、⾔葉の意味を限定的に捉える⼦供にとって、指⽰や質問 
  の意図が分からず答えや⾏動がずれることがあります。 

先⽣：あなたの学校はどこにありますか？ 

A ⼦：んー。住所はちょっと分かりません。 

先⽣：じゃあ、学校の近くに何がありますか。 

A ⼦：グランドと桜の⽊があります。 

先⽣：（どこの学校にもあるけどな・・。） 

⺟親：今、体育で何してるの？ 

A 男：えっ、今？ 今、話してる。 

⺟親：あー、そうだね。 

⼀番最近体育があったのはいつだった？ 

A 男：昨⽇だよ。 

⺟親：その時に何をしたの？ 

A 男：跳び箱だよ。 

（ホームルームでのレクリェーション場⾯） 

先⽣：⾳楽に合わせて歩きます。 

⾳楽が⽌まったら、隣の⼈とジャンケンしてください。 

A ⼦：えー。隣の⼈はどこに⾏っちゃったの？ 

（いつもの座席の隣の⽣徒の所へ⾛って⾏きました。） 

先⽣：⾳楽が⽌まったときに、隣にいる⼈のことだよ。 

A ⼦：なーんだ。そうだったの。 
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監修のことば

富山県の特別支援教育を充実させるために、多くの人の力を借りながらこ

こにＱ＆Ａ形式のテキストを上梓しました。身近に置いていつでも参照して

もらえるように、内容をかなり絞り込んでコンパクトな冊子にしました。ぜ

ひこのテキストを活用してください。

教育現場には様々な子供たちが在籍しています。発達に遅れのある子供や

偏りがある子供、さらに「気になる子供」がいます。また、子供を取り巻く

社会環境の変化や家庭の養育能力の問題などによって、心理的な面でいろい

ろな生きづらさを感じている子供たちもいます。

このテキストでは、子供の気持ちがわかるようにコラムのページを作りま

した。学校や家庭でのエピソードと本人の体験記を収載しました。コラムを

読んでいただくだけでも、子供理解が深まると思います。ぜひコラムのペー

ジもご活用ください。

最後になりましたが、このテキストを作成するまでには各方面からの様々

な力添えがあったことはいうまでもありません。この場を借りて御礼申し上

げます。

平成２８年３月

富山大学人間発達科学部教授 小林 真







 
 
 
 
 


